
住宅改修費代理受領取扱事業所の登録について
１．概要
介護保険法では、介護保険での住宅改修費（予防含む）の支給は、利用者が一旦費用の全額を支払い、その後に区役所に支給申請をして保険給付分の支払いを受けるという、いわゆる「償還払い」での支給方法について規定されているところですが、本市では利用者の利便性のため「代理受領」制度を導入しています。

代理受領制度とは、利用者が事業者に支払う金額は住宅改修費や福祉用具購入費用の自己負担割合分だけを支払い、保険給付分については、代理受領取扱登録事業者に支払うことで、利用者に保険給付したこととみなす制度です。
　本市では、介護保険の住宅改修制度の趣旨や申請方法などを正しく理解していただいている事業所を代理受領取扱事業所として登録するため、説明会への参加を取扱事業所としての登録要件としております。
２．代理受領取扱事業所の登録までの流れ
　　①説明会への参加
　　②登録の届出書等を提出
　　　提出書類・代理受領取扱事業者登録届出書
　　　　　　　・代理受領取扱に係る取扱誓約書
　　　　 ・登記簿謄本(全部事項証明)又はこれに準ずるもの
　
　　③登録証の送付
　　　代理受領取扱事業所としての届出を受理して、本市が登録を行った
際に事業者に通知します。

　　

　　④代理受領取扱事業所一覧の作成

　　　登録事業所については、介護保険の住宅改修の受領委任払い制度の登録
　　　事業所一覧を作成し、本市のホームページに掲載します。
　　

※登録のない事業所についても、引き続き「償還払い」方式で住宅改修費の取り扱いをしていただくことは可能です。
